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衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
道
路
の
中
期
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
に
お
け
る
一
般
道
路
事
業
及
び

有
料
道
路
事
業
の
事
業
量
の
合
計
は
、
実
績
と
し
て
約
八
十
兆
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
業
量
の
合
計
約
八
十
兆
円
の
財
源
の
内
訳
と
し
て
は
、
国
の
道
路
特
定
財
源
が
約
三
十
三
兆
円

含
ま
れ
る
。残
り
の
事
業
量
の
財
源
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
直
轄
事
業
負
担
金
等
に
対
し
て
具
体
的

に
ど
の
財
源
が
充
て
ら
れ
た
の
か
が
明
確
に
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
二
月
七
日
に
政
府
・
与
党
で
合
意
し
、
取
り
ま
と
め
た
「
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
に
お
い

て
示
さ
れ
た
五
十
九
兆
円
の
事
業
量
に
占
め
る
国
の
負
担
割
合
を
、
仮
に
、
平
成
十
九
年
度
予
算
に
お
け
る
事
業
量
に
占
め

る
国
の
負
担
割
合
を
基
に
算
出
し
た
場
合
、
国
の
負
担
分
は
約
二
十
九
兆
五
千
億
円
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
の
道
路

特
定
財
源
が
充
当
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
残
り
の
事
業
量
の
財
源
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体
が
負
担
す
る
直
轄

一



事
業
負
担
金
等
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
財
源
が
充
て
ら
れ
る
の
か
が
明
確
に
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
二
月
二
十
五
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
道
路
の
中
期
計
画
（
素
案
）
﹇
補
足
資
料
﹈
」
に
お
い
て
五

十
九
兆
円
の
事
業
量
の
構
成
を
示
し
て
お
り
、
「
�
開
か
ず
の
踏
切
対
策
」
に
つ
い
て
は
、
「
開
か
ず
の
踏
切
等
を
除
却
す

る
対
策
」
と
し
て
三
兆
八
千
四
百
億
円
を
、
「
�
学
童
の
通
学
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
「
通
学
路
の
歩
道
整
備
」
と
し

て
二
兆
六
千
七
百
億
円
を
、
「
�
救
急
病
院
に
行
く
生
活
道
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
「
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
」
と
し
て
五
兆
千
億
円
を
、
「
�
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
の
整
備
」
に
つ
い
て
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
と
し
て
一
兆

三
千
五
百
億
円
を
、
「
�
無
電
柱
化
」
に
つ
い
て
は
、
「
無
電
柱
化
」
と
し
て
一
兆
三
千
八
百
億
円
を
、
「
�
深
刻
な
渋
滞

対
策
」
に
つ
い
て
は
、
「
渋
滞
対
策
」
と
し
て
十
九
兆
四
千
百
億
円
を
、
「
�
道
路
の
維
持
や
除
雪
、
古
い
橋
の
修
繕
」
に

つ
い
て
は
、
「
橋
梁
等
の
修
繕
・
更
新
、
維
持
管
理
」
と
し
て
七
兆
二
千
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。

�
か
ら
�
に
つ
い
て
の
直
近
十
年
間
の
事
業
量
に
つ
い
て
は
、
集
計
の
作
業
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
関
係
す
る
資
料
の
保

存
期
間
を
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二



四
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
十
一
月
十
三
日
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
「
道
路
の
中
期
計
画
（
素
案
）
」
（
以
下
「
中
期
計
画
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
「
�
開
か
ず
の
踏
切
対
策
」
に
関
し
て
お
尋
ね
の
「
中
期
計
画
の
開
か
ず
の
踏
切
除
却
予
定
数
」
に

つ
い
て
は
、
交
通
が
集
中
す
る
踏
切
と
合
わ
せ
て
約
四
百
箇
所
の
踏
切
を
除
去
し
、
「
�
学
童
の
通
学
路
の
整
備
」
に
関
し

て
お
尋
ね
の
「
中
期
計
画
の
整
備
予
定
キ
ロ
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
通
学
路
の
歩
道
整
備
」
と
し
て
約
四
万
四
千
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
通
学
路
に
対
し
て
交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
、「
�
救
急
病
院
に
行
く
生
活
道
路
の
整
備
」
に
関
し
て
お
尋
ね
の
「
中

期
計
画
の
整
備
予
定
キ
ロ
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
生
活
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
と
し
て
約
五
千
区
間
の
生
活
幹

線
道
路
（
一
万
三
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
対
し
て
対
策
を
実
施
し
、
「
�
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
の
整
備
」
に
関
し
て
お
尋
ね
の

「
中
期
計
画
の
整
備
予
定
キ
ロ
数
・
駅
前
広
場
の
予
定
箇
所
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
と
し
て
約
六
千
四

百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
及
び
約
九
百
箇
所
の
駅
前
広
場
に
対
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
実
施
し
、
「
�
無
電
柱
化
」
に

関
し
て
お
尋
ね
の
「
中
期
計
画
の
無
電
柱
化
予
定
キ
ロ
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
無
電
柱
化
」
と
し
て
約
三
千
七
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
道
路
に
対
し
て
無
電
柱
化
対
策
を
実
施
し
、
「
�
深
刻
な
渋
滞
対
策
」
に
関
し
て
お
尋
ね
の
「
中
期
計
画
の
信
号
交

差
点
等
の
対
策
予
定
箇
所
数
・
渋
滞
損
失
時
間
削
減
予
定
」
に
つ
い
て
は
、
「
渋
滞
対
策
」
と
し
て
約
三
千
箇
所
の
信
号
交

三



差
点
等
に
対
し
て
渋
滞
対
策
を
実
施
し
、
全
国
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て
渋
滞
損
失
時
間
を
約
三
割
削
減
し
、
「
�
道
路
の
維

持
や
除
雪
、
古
い
橋
の
修
繕
」
に
関
し
て
お
尋
ね
の
「
中
期
計
画
の
対
策
予
定
区
間
・
予
定
キ
ロ
数
」
に
つ
い
て
は
、
「
橋

梁
等
の
修
繕
・
更
新
」
と
し
て
約
十
五
万
橋
に
対
し
て
予
防
保
全
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

�
か
ら
�
に
関
し
て
お
尋
ね
の
直
近
十
年
間
の
各
数
量
に
つ
い
て
は
、
集
計
の
作
業
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、
関
係
す
る
資

料
の
保
存
期
間
を
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
生
活
道
路
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
方
の
道
路
事
業
に
お
い

て
は
、
各
事
業
の
事
業
費
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
財
源
が
充
て
ら
れ
る
の
か
が
明
確
に
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

中
期
計
画
に
お
い
て
は
、
真
に
必
要
な
道
路
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
今
後
の
具
体
的
な
道
路
整
備
の
姿
を
示
す

も
の
と
し
て
必
要
な
事
業
量
を
国
土
交
通
省
と
し
て
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
期
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
各
高
速
道
路

株
式
会
社
は
関
与
し
て
い
な
い
。

四


